（第2号様式　その１）

協働による地域力アップ事業
協働事業計画書
提案団体名　あおばフレンズ　　　　　　　　　　　
	提案事業名
	森のつみ木広場


	解決する課題

◇どのような地域課題を解決しようとしているのか。

◇その課題解決について、区民や地域からどのような要望があるのか。

	【解決する課題】

テレビゲームばかりで遊ぶ現代の子どもたちには、体を使い、創造力を発揮して、みんなで遊ぶ機会が減少しています。自然や森のことを感じ学ぶ機会も充分とはいえません。また、子どもどうしはもとより、お年寄りなどの世代との交流の機会も不足しています。
【地域のニーズ】

上記の課題解決目指して、つみ木広場を実施してきましたが、子どもたちから楽しかった、また遊びたいという声を数多くもらいました。つみ木遊びという共同作業を通して、家族間、世代間の交流をもてた、大自然に触れる機会の少ない青葉区で子どもに自然の温もりや環境保全の大切さを教える機会がもっと必要だ等の声も頂きました。

	課題解決の方法

◇課題をどのように解決しようとしているのか。
◇実施にあたってのアイデアや工夫している点など、具体的な内容を記載。

	【具体的な実施内容】
１．つみ木広場の開催
・昨年度に引き続き、機材の拡充(つみ木5千個から1万個へ）、プログラムの充実を図り、青葉区内での定期開催を実現します。
・「つみ木キャラバン」を編成し、つみ木広場の出前を継続的に展開します。
２．つみ木製作ワークショップの開催
・昨年度に引き続き、つみ木遊びと平行してマイつみ木の製作ワークショップを開催します。集まったマイつみ木を使ったつみ木広場に展開します。
３.　道志村への間伐体験ツアーの企画・実施
・道志村で活動するグループ・行政関係との連携により道志村への間伐体験ツアーを企画・実施します。
４. 廃材の再利用の提案
・学校の授業等で余った木材を再利用しつみ木を作るなど、学校等との連携事業を企画していきます。
【実施スケジュール】
４～６月
７～９月
11～12月
１～３月
つみ木広場・

つみ木製作ワークショップ
月1回程度の定期開催、リクエスによるつみ木キャラバンの実施

参加者50名/回、参加費１人100円程度

廃材の再利用
準備期間
準備でき次第実施
道志村ツアー

準備期間
夏休み企画として実施
【従事者】
あおばフレンズスタッフ、各会の主催者・参加者、作業所のメンバー、ボランティア、財団法人オイスカスタッフ（指導）、学生ボランティア
【実施場所】
幼稚園、小学校、はまっこ・キッズクラブ・学童、コミュニティハウス等

	協働による効果

◇皆さんの団体が単独で行うことに比べて、青葉区と協働することにより、サービスの受け手や区民にとって、どのような効果が期待できるのか。

	· 青葉区の協力をいただくことで、より広く青葉区内各所での定期開催が可能となると期待します。
· 子育てや遊び、世代間交流、障がい者支援などで活動している各種団体、組織の既存ネットワークを活用することでつみ木の可能性を大きく伸ばすことができると考えます。（つみ木をツールとして各団体の活動に活かしていただければと思います。）
· 青葉区が実施する幼児検診時や、はまっ子ふれあいスクール、キッズクラブ等でつみ木広場を開催、横浜市・青葉区が展開する児童施策の充実が図ります。
· 大学生によるつみ木キャラバン実施などを通し、青葉区の進める大学との連携事業の機会を活かします。

	協働の役割分担

◇皆さんの団体がどのような役割を果たし、青葉区にはどのような役割を期待しているのか。
	【提案団体の役割】
１．つみ木広場の開催
· つみ木広場に必要な機材の準備・管理
· プログラムの企画立案・実施
２．つみ木製作ワークショップの開催
· ワークショップに必要な機材・材料の準備・管理
· 協力関係者のコーディネート（木工所・作業所等）
· ワークショップの企画立案・実施
３. 道志村間伐材ツアーの企画・開催
【青葉区の役割】
会場提供に関する調整、関係者（学校、作業所等）との調整、開催告知・PRなど
＜協働したい区の所管課＞
地域振興課（学校支援・連携、文化・コミュニティ等）・サービス課（高齢者支援、障害者支援等）

	次年度以降の

事業展望

◇今後３年目からの事業をどのように展開していくのか。
	１. 子どもから大人、そしてお年寄りへ、実施範囲対象を拡大します。
・青葉区で実施される芸術イベント「AOBA＋ART」と連携し、つみ木広場を開催します。

・他の活動団体（教育・環境・福祉などの分野）と連携を積極的に進め参加者の幅を広げます。
・道志村間伐材ツアーの定期開催など、森と都会をつなぐプログラムの充実を図ります。地域間交流の機会を創ります。
２. つみ木事業継続のための工夫をします。

· つみ木広場、つみ木製作ワークショップの開催と合わせて、間伐材の伐採からつみ木の切り出し、削り磨き工程まで、一連のプロセスを確立しつみ木を市場に出せるようにします。（つみ木の販売）つみ木の販売を通して、森林経営の支援、障がい者の仕事の創出につなげます。
・スポンサーの獲得を目指します。企業CSRの一環としてつみ木広場への協力を呼びかけ、出資して頂ける企業を募ります。



（第2号様式　その２）
（第2号様式　添付資料）　

つみ木広場風景（２００９．１１．３　青葉区民祭りにて＠青葉区役所）
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